
ニセコ町教育交流センター

令和８年４月供用開始
寮費（月額）70,000円
　＜内訳＞
　　貸付料他：50,000円 
　　食材費：20,000円

入寮費（年額）15,000円

全国から集まる仲間と未来を育てる３年間。
学びと暮らしがひとつになるもう一つのホーム。



３年間の共同生活で学ぶ２つの柱①

寮のコンセプト　― 未来と仲間を育む学び舎
―

共生と自治　
～生涯の仲間を育む～

他者との共生：ユニットの共同生活を通じて、他者と「共生する楽しさ」と「大変さ」を
　　　　　　　学びながら、卒業後も続く「生涯の仲間」を育みます。

主体的な自治：寮のルールやイベントは寮生自身が企画・変更。
　　　　　　　主体的に生活をデザインし、リーダーシップを磨きます。



寮のコンセプト　― 未来と仲間を育む学び舎
―

３年間の共同生活で学ぶ２つの柱②
環境リテラシー　

～ゼロカーボンへの実践～

ここは単なる寮ではなく、未来を生き抜く力を養い、生涯の仲間を育む『学び舎』です。

ニセコ町や北海道が目指す「ゼロカーボン」に貢献する高環境性能の建物です。
（2026年度太陽光発電導入予定）

環境学習：ユニット内の消費電力が見える化され、日々の生活が実践的な環境教育になります。　　
　　　　　
　　
未来の習慣：節電・節水などを学び、卒業後の人生を豊かにする
　　　　　　「エネルギーを大切にする習慣」を身につけます。
　　　　　　（例）シャワー：時間は15分以内、こまめに止めるなどの工夫



ニセコ国際高等学校

新寮

寮からのアクセス

ニセコ駅

徒歩２０分

スーパー

徒歩１０分

学校

徒歩５分

ドラッグストア

徒歩１５分

コンビニ

徒歩５分



◆建物：高気密・高断熱で夏は涼しく、冬は暖かい。

　　　　食堂、談話室、自習室など共用スペースが充実。

◆設備：Wi-Fi・エアコン・入退室管理システム・監視カメラなど。

◆管理：管理人が常駐。

◆食事提供：学校登校日の朝夕食を提供。学校登校日の昼食は給食も可能。

　　　　　　休日は各自。（簡易的な自炊、飲食店、ﾊﾞｲﾄ先、ｺﾝﾋﾞﾆ、etc. . .）

◆閉寮期間：夏休み・冬休みの各10日間前後　※ご自宅へ帰省。

◆地域交流：共用スペースで地域の方々を招いてイベント等を行う予定です。

　　　　　　また、連携校の先生や生徒などが臨時的に別室に宿泊することも

　　　　　　想定されます。

寮の特徴



朝食
朝食に間に合うように起床しましょう

7:00～8:00

1日の流れ（予定）

登校
遅刻しないように寮を出ましょう！

～8:30

門限
部活動やアルバイトを行う生徒も門限までに帰宅

20:00

夕食
栄養バランスのとれた美味しい夕食 ♪

18:30～20:00

清掃
各ユニット内や共有スペースの清掃！

20:30～21:00

就寝準備
部屋の中で就寝準備へ

消灯
しっかり睡眠をとって翌日に備えよう！

23:00

22:00

ゴミ出し
各ユニット内や共有スペースのゴミ出し！

8:00～8:30



居住スペース

・6〜8名を1ユニットとし、
　リビングや水回りを共有　
・エアコン完備　　　　　　

　　　　個室と共用部分があるので、　　　
ひとりの時間も友達との時間も確保できる！

ユニットメンバーと協力しながらの生活！

　　　　居室は個室空間で 　　  　
学習スペースとプライバシーを確保

約３.５畳

例）8名ユニット



自習室：居室以外にも静かに
　　　　学習できるスペース

共用スペース

談話室：他ユニットの仲間とも
　　　　交流できるスペース　

共用スペースを活用し、様々な過ごし方ができます！

食堂：食事以外の時間帯で開放し、
　　　様々な活動を行えるスペース



食事
朝食・夕食は、専門業者の管理栄養士による
　　　　栄養バランスの取れた食事！　　　

朝食（登校日） 夕食（登校日）

【ある日の献立】
ごはん・肉シュウマイ＆春巻き・
春雨サラダ・中華スープ・
ヨーグルト・オレンジジュース

【ある日の献立】
ごはん・みそ汁(万能ねぎ・えのき)・
ロースとんかつ＆豚肉の生姜焼き・
いんげんの白ごま和え・キウイフルーツ

昼食（登校日）

・給食センターによる給食提供
　（1食500円程度）
・パンの自販機
・冷凍弁当700円程度の自販機（予定）
・近くのスーパーやコンビニで購入
・事業者の弁当販売（予定・不定期）
・自炊で弁当持参



各自管理
・食器類
・調味料
・その他必要な調理器具
※包丁・電気を使う調理機器
　は、持ち込みできません。

食事

共用
・冷凍冷蔵庫
・ＩＨ調理器
・オーブンレンジ
・トースター
・ケトル
・炊飯ジャー
・鍋
・キッチンバサミ　他

　休日には近隣の町に行ってみたり、
簡単な自炊にチャレンジしてみよう！

自炊場所・設備

食堂のキッチンスペース
※各ユニットのリビングにも、
　電子レンジ・電気ケトルを設置予定

休日の食事

・飲食店（隣町まで足をのばして…）
・弁当、冷凍食品
（スーパー、コンビニ、仕送りなど）
・自炊　・バイト先賄い
・寮生企画の食事イベント　
（お好み焼・焼きそばパーティなど）



◆町の体育館でスポーツをしたり、

　ランニングなどアクティブに行動！

◆ニセコ町の温泉、パン屋、飲食店へ

◆近隣地域(倶知安、留寿都等)にお出かけ

◆地域イベントへの参加や、食事会に参加

◆冬はスキー❆　◆寮でのんびり休息も♪

休日の過ごし方



焼肉パーティー

ＢＢＱ 寮でのイベント

寮の事業推進委員会メンバーを中心に
寮生が企画・実施！　　　　　　　　
※経費は年間3,000円程度徴収し、予算内で実施予定。　

花火

ビンゴ大会



＜必須＞
・寝具（必要な方はマットレスも）
・寮内で使用するスリッパ

＜持込可能（必要があれば）＞
・衣装ケース
・居室用レースカーテン
・自転車
※駐輪場は屋根・車輪止めなし。
　10～4月までは倉庫に保管。保管場所に台数制限あり。

＜持込禁止＞
・テレビなどの家電類
・火気やナイフなどの危険物
・高価なもの　他

～その他詳細については入寮前にお知らせいたします～

ご準備いただくもの



Ｑ＆Ａ

Q. 寮生活の中で病気や怪我をした際、病院への受診はどうなりますか？ 　
A. 基本的には、生徒本人が各自で受診することとしています。
    ただし、症状により自力での通院が困難であると判断した場合は、ハウスマスターなど　
　 が同行してサポートします。ハウスマスターが業務の都合等で同行できない場合には、
　 安全に配慮した上でタクシー等を利用し、本人に受診してもらう形となります。
　 なお、緊急を要する事態においては、管理人が救急車に同乗し、迅速に対応する体制
　 を整えていますのでご安心ください。

Ｑ .  ニセコ高等学校の寮生と同様の補助を受けられますか？
Ａ .  ニセコ国際高等学校の寮生は、ニセコ高等学校の寮生対象の補助は受けられません。


	全国から集まる仲間と未来を育てる３年間。 学びと暮らしがひとつになるもう一つのホーム。
	令和８年４月供用開始
	入寮費（年額）15,000円
	ニセコ町教育交流センター

	寮のコンセプト　
	― 未来と仲間を育む学び舎 ―
	３年間の共同生活で学ぶ２つの柱①


	共生と自治　 ～生涯の仲間を育む～
	寮のコンセプト　
	― 未来と仲間を育む学び舎 ―
	３年間の共同生活で学ぶ２つの柱②


	環境リテラシー　 ～ゼロカーボンへの実践～
	ここは単なる寮ではなく、未来を生き抜く力を養い、生涯の仲間を育む『学び舎』です。
	ニセコ国際高等学校
	新寮


	学校 徒歩５分
	ニセコ駅 徒歩２０分
	スーパー 徒歩１０分
	ドラッグストア 徒歩１５分

	コンビニ 徒歩５分

	寮の特徴
	1日の流れ（予定）
	7:00～8:00
	朝食
	8:00～8:30
	ゴミ出し
	～8:30
	登校
	18:30～20:00
	夕食
	20:00
	門限
	20:30～21:00
	清掃
	22:00
	就寝準備
	23:00
	消灯

	居住スペース
	　　　　個室と共用部分があるので、　　　 ひとりの時間も友達との時間も確保できる！
	・6〜8名を1ユニットとし、 　リビングや水回りを共有　 ・エアコン完備　　　　　　
	　　　　居室は個室空間で 　　  　 学習スペースとプライバシーを確保
	ユニットメンバーと協力しながらの生活！


	共用スペース
	共用スペースを活用し、様々な過ごし方ができます！

	食事
	朝食・夕食は、専門業者の管理栄養士による 　　　　栄養バランスの取れた食事！　　　
	朝食（登校日）
	昼食（登校日）
	夕食（登校日）
	【ある日の献立】 ごはん・肉シュウマイ＆春巻き・ 春雨サラダ・中華スープ・ ヨーグルト・オレンジジュース
	【ある日の献立】 ごはん・みそ汁(万能ねぎ・えのき)・ ロースとんかつ＆豚肉の生姜焼き・ いんげんの白ごま和え・キウイフルーツ



	食事
	　休日には近隣の町に行ってみたり、 簡単な自炊にチャレンジしてみよう！
	休日の食事
	自炊場所・設備
	共用 ・冷凍冷蔵庫 ・ＩＨ調理器 ・オーブンレンジ ・トースター ・ケトル ・炊飯ジャー ・鍋 ・キッチンバサミ　他



	休日の過ごし方
	ＢＢＱ

	寮でのイベント
	花火
	焼肉パーティー

	ビンゴ大会

	ご準備いただくもの
	Ｑ＆Ａ

